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《中間大会報告》
先述したように野田地方文化団体協議会の人
たちは、終戦後の解放された雰囲気の中で、
「何か」をやろうと集まった。文化を共有する
者たちは、職業を越えて自由に語り親交して楽
しむことでコミュニティとしての仲間が出来た。
それは地域の文化コミュニティのようなものだ
った。そこでは目標（ビジョン）が掲げられて、
さらに目標を達成するために組織をつくり、計
画や行動を開始することになる。目標に具体的
な行動が伴うことにより、おそらくはその反応
もよく手ごたえを感じたことから、それは地域
社会への貢献を射程に入れたものとなっていく。
調査をして分析をしなければならないが、個人
の市民としてのキャリアはそうしたプロセスの
過程で形成されていくと考えられる。
なお、市民性とは個人や地域の人たちの自覚
によるものだろうが、来訪者にも市民性を感じ
させる、まちづくりが行われているところがあ
る。その一例が、長野県の長野市松代である。
このまちは真田10万石の旧城下町である。今
年２度この町を訪れたが、旧松代藩校の文武学
校、佐久間象山にちなむ旧跡、真田邸、武家屋
敷など文化資源が豊富にあり、しかもそれを市
民のキャリアデザインの資源として活用してい
る。そうした資源をまちづくりの一環として活
用するために「エコール.Ｆ・まつしろ倶楽
部」を発足して、華道、茶道、邦楽、俳句、歴
史探訪、郷士食などの市民活動がさかんである。
シニア世代のガイドボランティアによる案内を
通じて私が感じたことは、彼らが自らの町を訪
問者に知ってもらうことに意欲的であることで
ある。市街地にはゴミが落ちていないことにも
驚いたし、景観保存も行き届いており、タイム
スリップしたような錯覚を覚える心地よさを感
じた。また文武学校や武家屋敷はいずれも国の
指定文化財にもかかわらず、何の規制もなく自
由に出入りができることにも驚いた。そこには
行政主導によるまちづくりではない、市民の意
識の成熟さがあり、そのことが前提となり行政
との協働作業がうまくいっている。訪問者に心
地よさを与えるのは、そうした成果の表れであ
ろう。
野田市が計画している定時制高校とキャリア教
育
「野田市で存続を計画している定時制高校の話
をきいていたときに、前提がキャリアとかキャ
リアデザインというと、どうしても個人が担う
もの、もう少し言うと自己責任でするものとい
うようなニュアンスがあると思います。ただ同
時に定時制の問題の時に、非常に困難を抱えて
いる人、特別なニーズのある人、本人の責任で
はなくてハンディーキャップを負っている人と
いうのは当然いるわけで、そういう人たちの支
援の問題をこのキャリアデザインという枠のな
かでどう捉えたらいいのか、ということも大き
な課題だと思います。東京では定時制高校がど
んどんなくなり、本当に困っている中学時代の
不登校経験者とか沢山います。親御さんたちも
困っていて相談を受けることも多々あります。
そういうところはやはり公的な形で支えていく
部分も必要だと思うし、全体としてそこらへん
をどう考えるかということも今後の課題となる
のではないかと思います｡」（以上、児美川氏の
発言）
最近、玄田有史氏が著した『希望学』（中公
新書ラクレ2006）によれば、「希望」とは希
にしか実現しないものであるが、実現する可能
性がほとんどなければ､「希望」をもたない方
がよいのではなく、「希望」がなければ人は良
い生き方が出来ないという。そのとおりだと思
う。
千葉県による県立高校の統廃合計画により、
県立野田高等学校は平成20年度に他の高校と
統廃合することが決定した。野田高校には定時
制が併設されているが、その部分は統合の対象
とはならず廃止となる。現状の定時制は、不登
校等の問題で他の高校に進学できない生徒や中
途退学等で再出発を望む生徒の受け皿となって
いたり、身体障害児を積極的に受け入れている
こと等から、そうした生徒たちのキャリア形成
にとっての不可欠な教育機関となっている。財
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臼敦キャリアデザイン学会ゆ侶形t会（干葉県野田祠２，０５ぞ撮り返る
政削減の為に県が廃止すれば、彼らの受入先は
どこにもないことになる。そこで野田市は、特
区の認定を受けて公私協力型による新定時制高
校を設立することを予定している。その中には
キャリアデザインの考え方を入れた指導や教育
課程を想定している。「希望」という文脈から
いえば、定時制存続は、彼らに希望をもたせる
装置になる。仮に行き場がなくなれば、ニート
などのように社会を浮遊する若者になっていく
ことになりかねない。
しかしながら、シンポジウム後の2005年１２
月議会で、市は国からの財政支援が得られる見
通しが立たなくなったことを明らかにした。そ
れは、特区による高校も私立学校の一類型とし
て私学助成の対象となることを文部科学省から
聞いていたところ、財務省の見解では補助対象
にならないことが判明したことや、地方交付税
措置についても実績がないことから不透明であ
るというものである。残念ながら新定時制高校
の運営方策については現時点では開校の見通し
が立たなくなっているが、今後とも多角的に検
討していくことになるのだろう。
生き方を開発することである。よって好むと好
まざるとに関わらず、全ての人がキャリアデザ
インをはかることになる。
今回の大会によって明らかになった－つのこ
とは、「まちづくり」はそれ自体が目的となる
ものではなく、まちづくりの過程の中から「人
づくり」が行われていくことが確認されたこと
であろう。それは地域コミュニティにおいて、
人がその担い手となり、どのように市民性を具
えていくかというキャリアデザインを今後考え
ていく契機となった。
まちづくりの萌芽は、気のあった仲間が集ま
り、最初は何気ない話題をもとに情報交換する
自由で楽しい場である。趣味の会や習いごとサ
ークルなどもこの部分に属するだろう。しかし
これは仲間だけの閉じたコミュニティといえる。
これまでの「生涯学習」としての活動はこの部
分のコミュニティが多いのではないだろうか。
文化団体などと呼ばれる市民サークルはこの部
分である。
次の「まちづくり」の段階になると、その人
たちが自分たちの周囲のことに関心を持ち、つ
まり（地域）社会に関心をもち、社会のために
少しでも良くなることをやろうという意識をも
つことが想定できる。これまでの会に参加する
ことから自立化に向けた志向である。そのため
にはビジョンを掲げて、実現するための人材の
選定、資金の調達、場所の確保などのマネジメ
ントをしていくことが要求される。そうした活
動は、最初は独善的なものかもしれないが、次
第に周囲の人たちから認められたり、よい反応
が寄せられることにより、その活動は社会貢献
'性を帯びたものになっていく。逆に認められな
ければ継続性はないだろう。それは開放型のコ
ミュニティとなり、連携関係をもつことになる。
相手は行政、企業、市民団体、社会事業団体な
ど様々である。メンバーたちは市民としてのキ
ャリアデザインをしていくことになる。つまり
これまでの住民からシチズンシップをもった市
民へと進化していくことが想定される。
しかし、せっかく活動が軌道にのったにもか
Ｉ 
４まちづくりとキャリアデザイン
キャリアデザインというと、まだ多くの人が
職業キャリアに限定的に捉えがちである。一言
でいうならば、自分の人生をデザイン（設計）
することであるといえる。では、なぜ今キャリ
アデザインが問われるのか。これまでの経済成
長を続けていた社会では、よい学校にいけばよ
い就職ができて幸せになれる、という金太郎飴
のような生き方が良い人生とされてきた。しか
し、９０年代以降の社会の急速な変化にともな
い、これまでの生き方が通用せずに様々な社会
問題が起きている。働かない若者の急増や、信
じられない事件・事故の出現や増加など枚挙に
暇がないほどである。つまり人の生き方が社会
の変化に追いつくことができずに、そこに大き
な溝が生じて、諸問題が発生しているのである。
キャリアデザインは、変化する社会に通用する
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《中間大会報告》
現在、私は野田市民の一員として、ＮＰＯ法
人野田文化広場（シンポジウムの下津谷達男氏
の発言部分を参照）を運営している。この団体
は先述の野田地方文化団体協議会の事例を意識
して、「文化をキーワードにしたまちづくり」
を標袴しているが、今後は野田市内のキャリア
デザインの拠点として機能させていきたいと考
えている。
かわらず、数年で活動が停止したり休止するこ
とがある。これについてよく言われる原因は、
中核的に指導してきた人材の欠如や、財政不足
などがいわれる。確かにそれも一理あるが、他
の原因としては組織が護身的になり、柔軟性が
なくなることも危険因子としてあるだろう。自
立化した人たちにとっては柔軟さが魅力的であ
るが、その部分が不足するとボランティアを支
えるエネルギーが衰退することになる。組織運
営上の緩い紐帯（ウイークタイト）も不可欠と
なる。要は、上昇的で継続`性を確保する組織マ
ネジメントに配慮することである。
なお、このたびの大会の実施にあたり関係各
位の皆様には多大なご協力をいただきましたこ
とに対して、心よりお礼申し上げます。
(かなやま・よしあき法政大学キャリアデザイン学部助教授）
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